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書籍名「よくわかる 高圧ガス保安法の許可、届出に係る運用と解釈 第３次改訂版」 

2019/11/26 

正 誤 表 

 

標題書籍の記載に下表右欄のような誤りがございました。お詫び申し上げますとともに、下表左欄のとおり訂正いたします。 

 正 誤 

 

１９頁、 

参考 特定設備の

管台の取替えの例 

 

 

     の部分が 

訂正箇所 
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 正 誤 

 

１９頁、 

参考 特定設備の

管台及び特定設備

本体の取替えの例 

 

     の部分が 

訂正箇所 

 

 

 

 

 

 正 誤 

 

２０頁、 

参考 高圧ガス設

備の変更及びガス

設備の取替えの例 

 

     の部分が 

訂正箇所 
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下線部分が訂正箇所となります。 
 

 正 誤 

７３頁下７行目 

～ 

７３頁下６行目 

ロ）容器と容器の間（多層階の場合、建物内の上下関係を含む。）が22.5 m（次の (ⅰ) 

及び (ⅱ) の場合は、それぞれに示す距離）以下である場合 

ロ）容器と容器の間（多層階の場合、建物内の上下関係を含む。）が22.5 m（次の イ

及び ロ の場合は、それぞれに示す距離）以下である場合 

７３頁下５行目 

～ 

７４頁上１行目 

（ⅰ） 容器と容器の間に厚さ12 cm以上の鉄筋コンクリート造り又はこれと同等以上の 

強度を有する構造の障壁（ (ⅱ) において単に「障壁」という。）が設置され、かつ、両

者が有効に遮られている場合であって、容器が破裂した際にその圧力が解放されることを

妨げない場所（容器置場の６面が封鎖されているのではなく、両者が有効に遮断されてい

れば側面や上方は開放されていてもよい。 (ⅱ) において同じ。）に設置されている場合

（ (ⅱ) の場合を除く。） 11.25 m 

（ⅰ）容器と容器の間に厚さ12 cm以上の鉄筋コンクリート造り又はこれと同等以上の

強度を有する構造の障壁（ ロ において単に「障壁」という。）が設置され、かつ、両

者が有効に遮られている場合であって、容器が破裂した際にその圧力が解放されること

を妨げない場所（容器置場の６面が封鎖されているのではなく、両者が有効に遮断され

ていれば側面や上方は開放されていてもよい。 ロ において同じ。）に設置されている

場合（ ロ の場合を除く。）  

７４頁上４行目 ・・・の圧力が解放されることを妨げない場所に設置されている場合 6.36 m ・・・の圧力が解放されることを妨げない場所に設置されている場合 
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